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富士と湖の自然をみつめて富士と湖の自然をみつめて

ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

ホタル・オオムラサキ賞入賞者決まる　町長賞に船津小和光亮太君

富士山五合目でニホンリス！

　平成16年度ホタル・オオムラサキ賞の入賞者が次のように決まりました。この賞は、初代自

然共生研究室長故山下高徳先生の提唱ではじめられたもので、身近な自然を大切にする心を育

むのが目的です。

　昨年の合併により７小学校４中学校に増えたので、全学校に募集要項を配布させて頂いたの

ですが、宣伝が足らず残念ながら昨年と同じ学校からの応募で、全体数も少なくなってしまい

ました。それでも合計185点の応募があり、河口湖フィールドセンターの職員で審査させてい

ただき、下記のように入賞者を決定しました。

　近頃都会では、競争をさけるために順番を決めない運動会もあるといいますが、かけっこの

得意な子もいれば、絵を描くのが得意な子もいる、それが個性ではないでしょうか？何でも同

じに扱うのが平等ではないと思うのです。チャンスは平等に、そこで頑張ったらほめてあげた

い、失敗したら次に頑張るように励ましてあげたいというのが、この賞のねらいです。

　  町長賞　　和光亮太（船津小5年）　　

　  会長賞　　宮下真理子・山崎瑞貴（河口小6年）

　  教育長賞　小林龍朗（小立小3年）　議長賞　宮下満樹（河口小3年）　室長賞　久保田一光（河口小６年）

　  ホタル賞　堀内春奈（大石小6年）・渡辺真希（湖南中1年）・上田廉（湖南中1年）

　  オオムラサキ賞　渡辺梨紗（湖南中2年）・植松祐紀（湖南中2年）、その他優秀賞53点

　和光君の「せみの羽化」の観察は、めったにないチャンスに夜中から朝にかけて連続観察しただけでなく、羽化に失敗して

しまった３日後まで観察した、せみに対する子供らしい愛情が感じられる素晴らしい作品です。宮下さん山崎さん共同の「水

について」は、家で使っている水がどこから来てどこに流れて行くかを調べただけでなく、消火栓や防火水槽の位置まで調べ

た大変な力作です。小林君の作文「富士河口湖町の草地」は、土で埋められてしまったお気に入りの草地にビッシリ草が生え

てきて、その生命力に驚くと同時に、身近な草地を大切にしたいという気持ちがあふれた作品です。宮下君の絵は小学生らし

い大胆さの中におもしろい画法で立体感をだし、雑木林を大切にしたいという気持ちを見る人に訴える魅力的な作品です。久

保田君の「富士五湖ができるまで」は、富士五湖の出来方を環境科学研究所などで調べただけでなく、西湖や本栖湖などの場

所に行って自分の目で確かめた努力が高く評価されました。

　また、堀内さんのホタル、渡辺さんと上田君の水辺環境の保護を訴えたポスターは、自然に対する暖かさと大切にしたいとい

う気持ちが伝わる素晴らしい作品です。渡辺さんの作文は「美しい富士山のふもとのキレイな町」にしたいという気持ちが溢れ、

自宅の庭に巣箱をかけてシジュウカラの巣立ちを待って写真に撮った植松君の作品とともに、森の大切さを訴えています。

　これらの作品は、１１月2－4日の富士河口湖町文化祭で展示された後、１年間河口湖フィールドセンターに展示されます。

来年度は、もっと沢山の人達に自然に触れる機会をつくって応募してもらえたらと思っています。

　以前お話しました「日本で一番高いところにいるニホンリス」が10月上旬に、五合目で

ついに捕獲されました。これは森林総合研究所多摩森林科学園の林典子博士が行っている

調査を、当研究室がお手伝いしているものですが、写真のようにやっと捕まり、林さんの

手で発信器をつけて放されました。

　捕獲許可や入山許可の申請が大変で、夏は観光客が多く餌にも寄りつかず、９月30日の

時点では「やはり五合目のリスは手強いね」といっていたところでした。電波が弱く充分

な結果が得られていませんが、これで行動圏の一部がわかりそうです。こんな高いところ

にいるリスが何を食べているのか、１年中いるのか大変興味が湧きますが、五合目が雪で

覆われて調査が出来なくなる前に、少しでも調べたいと思っています。これからの成果を

ご期待下さい！

ショート・ニュース

　★昭和大学萩原康夫先生と共同で調査しているミヤマシジミの今年の成果を、11月6・7日に島根大学で開催される日本鱗　

　　翅学会と、同26－28日に東京農工大学で開催される野生生物保護学会で「絶滅危惧種ミヤマシジミの保全に関する基礎　

　　的研究２．成虫と幼生の分布からみた個体群構造について」と題して発表する予定で、準備に追われています。

町長賞の作品の一部
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女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

　
　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
売

買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト

ー
カ
ー
行
為
等
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の

人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
共

同
参
画
社
会
を
形
成
し
て
い
く
上
で
克
服
す
べ
き

重
要
な
課
題
で
す
。

 

毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
の
2
週
間
に
か
け

て
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
中
全
国
で
女
性
に
対

す
る
暴
力
の
根
絶
や
人
権
尊
重
な
ど
に
関
す
る
様

々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

こ
れ
ら
の
問
題
で
悩
ん
で
い
た
り
、
困
っ
て
い
た

り
、
ま
た
、
見
か
け
た
ら
一
人
で
悩
ま
な
い
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
窓
口
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
■
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
山
梨
県
女
性
相
談
所
）

　
　
　
　 

℡
０
５
５
５
‐
２
５
４
‐
８
６
３
５

　
■
富
士
河
口
湖
町
「
女
性
な
ん
で
も
相
談
」

　
　
（
教
育
委
員)

　

　
　 

 

℡
７
２
‐
６
０
５
３

南
都
留
地
区
「
地
域
発
男
と
女
と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

〃
子
　
育
　
て
　
支
　
援
　
〃

～
家
庭
・
企
業
・
行
政
に
で
き
る
こ
と
～

■
日
　
時
：
12
月
4
日(

土)

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
会
　
場
：
西
桂
中
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル

■
受
　
付
：
12
時
45
分
～

■
内
　
容
：
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー

　
吉
原
五
鈴
子
さ
ん
（
前
県
立
女
性
セ
ン
タ
ー
館
長
）

　
パ
ネ
リ
ス
ト

　
佐
藤
安
子
さ
ん
（
シ
チ
ズ
ン
電
子
資
材
部
リ
ー
ダ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
・
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
・
河
口
）

　
「
企
業
人
と
し
て
、
母
親
と
し
て
」
　
　
　
　
　
　 

 
 
 
     

　
～
両
立
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
・
感
じ
た
こ
と
～

　
植
松
久
代
さ
ん
（
山
中
湖
村
役
場
　
福
祉
保
健
課
）
　

 
 

「 

げ
ん
き
に
生
ま
れ
育
つ
や
ま
な
か
っ
こ
計
画 

策

定
を
通
じ
て
」
～
地
域
・
み
ん
な
で
・
子
育
て
支
援
～

　
曽
根
完
樹
さ
ん（
富
士
吉
田
市
立
富
士
小
学
校
教
諭
）

　「 
 

男 
 

の
子
育
て
の
楽
し
さ
と
難
し
さ
」

　
～
「
育
児
休
暇
」
を
取
っ
た
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
企
業
の
代
表

＊
当
日
は
託
児
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
：
0
5
5
4
‐
45
‐
7
8
0
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
行
委
員
会
小
野
）

■
主
催
：
南
都
留
地
区

　｢

地
域
発
男
と
女
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
」

■
後
援
：
富
士
北
麓
・
東
部
振
興
局

　
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
ぴ
ゅ
あ
富
士
）

　
男
と
女
と
お
互
い
の
人
格
を
尊
重
す
る
事
が

国
の
最
重
要
課
題
と
し
て
の
男
女
共
同
参
画
で

す
。
人
々
が
い
き
い
き
と
明
る
く
生
活
す
る
環

境
社
会
へ
と
後
押
し
支
援
さ
れ
て
の
様
々
の
推

進
活
動
が
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
男
と
女
が
共
生
す
る
社
会
に
そ
の
役
割
と
価

値
観
を
認
め
る
こ
と
は
自
分
を
守
る
事
だ
と
思

い
ま
す
。
私
達
は
永
い
間
男
性
の
傘
下
に
守
ら

れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
従
来
の
甘
え
か
ら
の
無

責
任
、
そ
の
た
め
の
言
い
訳
、
狭
い
視
野
等
々

か
ら
見
え
る
自
分
を
反
省
し
な
が
ら
、
今
こ
そ

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
す
る
（
力
を
つ
け
る
こ
と
）

私
た
ち
と
し
て
の
役
割
を
強
く
意
識
し
ま
し
ょ

う
。
　
私
が
私
ら
し
く
深
い
母
の
愛
情
、
繊
細
な
優

し
い
心
豊
か
な
感
性
等
を
大
き
な
価
値
観
と
し

学
ぶ
喜
び
を
知
る
時
に
意
識
改
革
が
生
ま
れ
ま

す
。
霊
峰
富
士
も
一
個
一
個
の
積
み
重
ね
か
ら

成
り
た
っ
て
い
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
も
私
た
ち
一
人
一
人
の
意
識

改
革
に
よ
り
構
成
さ
れ
ま
す
。
一
人
、
ひ
と
り

の
実
践
行
動
が
大
き
な
力
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
好
き
な
こ
と
ば
で
す
。
こ
ん
な
思
い
で

生
き
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
あ
わ
せ
だ
か
ら
　
感
謝
す
る
の
で
は
な
い

　
感
謝
し
て
い
る
か
ら
　
し
あ
わ
せ
な
の
だ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
相
田
み
つ
を 

”

　
　
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
　
小
佐
野
榮
子

リ
レ
ー
こ
ら
む

リ
レ
ー
こ
ら
む

お
知
ら
せ

”

“

”

“

平
成
16
年
度

　
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

　
　
　
　
11
月
12
日
（
金
）
～
１
月
25
日
（
木
）

平
成
16
年
度

　
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

　
　
　
　
11
月
12
日
（
金
）
～
１
月
25
日
（
木
）

平
成
16
年
度

　
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

　
　
　
　
11
月
12
日
（
金
）
～
１
月
25
日
（
木
）

平
成
16
年
度

　
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

　
　
　
　
11
月
12
日
（
金
）
～
１
月
25
日
（
木
）

ひ
と

ひ
と
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去
る
10
月
27
日
（
水
）
に
、
県
民
文
化
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
山
梨
県
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
の
、
第
52
回
山
梨
県
社
会
福
祉
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
席
に
て
、
社
会
福

祉
事
業
に
貢
献
し
た
方
に
対
し
て
、
県
社
協

会
長
表
彰
及
び
感
謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
町
か
ら
も
、
多
数
の
方
々
が
、
功
績

表
彰
及
び
感
謝
状
の
贈
呈
を
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

　
　
　
　
　
　
　
　
（
在
任
12
年
以
上
）
】

渡
邉
　
富
夫
（
船
津
）
、
小
河
原

 
 

彦
一
（
河
口
）

三
浦
佐
恵
子
（
河
口
）

【
公
立
社
会
福
祉
事
業
施
設
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　
（
在
任
15
年
以
上
）
】

宮
下
　
久
枝
、
三
浦
　
千
恵
、
渡
辺
　
京
子
、

三
浦
　
満
枝
（
足
和
田
保
育
所
）
、
大
石  

和
美
、

小
林
よ
し
美
、
渡
邊
か
な
江（
勝
山
保
育
所
）

【
金
品
寄
付
・
労
力
提
供
（
個
人
）

　
（
30
万
円
以
上
の
寄
付
、
労
力
提
供
）
】

平
井
　
邦
男
（
船
津
）
、
外
川
　

 
 

誠
（
浅
川
）

渡
邊
　
　
昇
（
小
立
）
、
大
井

 
 

昭
代
（
甲
府
市
）

渡
邊
　
政
泰
（
小
立
）

【
金
品
寄
付
・
労
力
提
供
（
団
体
）

　
（
30
万
円
以
上
の
寄
付
、
労
力
提
供
）
】

土
手
影
建
設
（
忍
野
村
）

　
町
社
協
で
は
、
災
害
が
お
き
た
時
に
、
外

部
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
け
皿
と
な
る
『
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
』
の
立
ち
上
げ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
普
段
か
ら
災
害
に
備
え
て
地
域

住
民
と
情
報
交
換
や
研
修
な
ど
を
通
し
、
顔

の
見
え
る
関
係
作
り
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
作
り
に
向
け
た
会
議
を
次
に
よ
り

開
催
し
ま
す
。
災
害
に
関
心
の
あ
る
方
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
日
会
議
に
参

加
で
き
な
い
方
で
も
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
町
社
協
へ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
…
11
月
25
日
（
木
）
午
後
７
時
～

場
所
…
富
士
河
口
湖
町
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

連
絡
先
…
社
協
事
務
局
℡
７
２
―
１
４
３
０

　
町
社
協
で
は
、

６
月
29
日
～
10

月
26
日
の
毎
週

火
曜
日
（
全
18

回
）
、
手
話
講

習
会
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
、
27

名
が
受
講
し
ま

し
た
。
講
義
で

は
、
手
話
の
基
礎
知
識
、
聴
覚
障
害
者
の
生

活
な
ど
の
話
し
や
、
手
話
で
名
前
、
家
族
、

数
字
、
地
理
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。
交
流

会
で
は
、
町
内
の
聴
覚
障
害
者
と
講
義
で
得

た
手
話
を
使
い
な
が
ら
、
ヘ
ル
シ
ー
料
理
、

コ
ウ
モ
リ
穴
体
験
、
ジ
ャ
ム
作
り
、
陶
芸
、

ハ
ー
ブ
リ
ー
ス
作
り
な
ど
を
行
い
な
が
ら
交

流
を
し
ま
し
た
。
　

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
者
募
集

『
手
話
講
習
会
』27
名
受
講

　
　
講
義
、
聴
覚
障
害
者
と
の
交
流

功
績
表
彰

　
「
山
梨
県
社
会
福
祉
大
会
」
に
て

　郡内地域にお住まいの方で創業意欲があっても適切なビジネスプランを作成できない創業予定者を対象に、創

業の心構えや創業に向けての「いろは」、ビジネスプランの作成方法を伝授する少人数の「創業講座」を開催い

たしますので、ご参加してみてはいかがですか。

期　　日 時　間 会場 カリキュラム

創業講座のお知らせ
～～独立開業を目指すみなさまへ～～

創業講座のお知らせ
～～独立開業を目指すみなさまへ～～

■講　師

　中小企業診断士

　　　　白倉信司　氏

■受講料　無料

■申込先

　河口湖商工会

　　　７３－１１２２

■定　員　１５名

カリキュラム

11月21日（日）

11月28日（日）

9：30～

　12：00

13：00～

　16：30

9：30～

　12：00

13：00～

　16：30

都
留
市
商
工
会
館

都
留
市
商
工
会
館

創業の心構え

・現状をしっかりと把握しよう

・あなたの好きなこと、得意なことを発見しよう

新規開業の際の諸手続きと実務

・参考冊子「新規開業の際の諸手続きと実務」配布

創業に向けての「いろは」

・人生計画の「いろは」

・経営戦略の「いろは」

・マーケティング戦略の「いろは」

人生計画・事業計画（ビジネスプラン）の作成

・人生計画の作り方

・事業計画（ビジネスプラン）の作り方

人生計画と事業計画のプレゼンテーションと評価
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http://www.mfi.or.jp/kawato1/   e-mail kawato1@mfi.or.jp

毎週月曜日・館内整理日 (30日)

火曜日 大石・河口分館読み聞かせ会

木曜日 午後３時～６時

午後３時～６時

9日(火)　 16:30～4・11・18・25日

2・9・16日

富士河口湖町立図書館　TEL &FAX 0555-73-3963

休館日

開館日

●本館の2004年11月の予定●

日本語 英　語

●本館読み聞かせ会の予定●

●大石・河口分館2004年11月の予定●

お　休　み 2日・16日(火) 10:30～

新着図書案内

蔵書点検を終えて…蔵書点検を終えて…

　本館･分館すべての蔵書の点検が終了しました。期間中（10月17日～30日まで）は

利用者の方々にはご迷惑をおかけしました。点検の結果は、大変残念ですが不明にな

った資料もあり、貸出しの処理をせずにお持ちになった方がいるようです。今年は、コ

ミック･料理関係の資料の不明が目立ちました。中でも、コミックの不明数はここ数

年多くなり、利用者の方からの善意でできたコーナーだけにとても残念です。

　ご家庭に図書館のラベルがある本がありましたら、図書館の外にある返却ポストに

そっと返却をお願いします。図書館では、地域の方々の善意で作られたこのコーナー

も大切に守っていきたいと思っています。地域のモラルを育てていく意味も込め、是

非ご協力をお願い致します。

今年もや
るよ！

今年もや
るよ！

親子クリスマスの集い親子クリスマスの集い

　図書館では、町内の小学生以下の子供たちを対象に、こ

の１年間に図書館からたくさん本を借りたおともだち２５

０人を招待し、親子クリスマスの集いを行います。この行事

は、町立図書館・大石･河口分館・浅富士一坪図書館の合同事

業です。２００３年１月～２００４年１１月末までの期間

の貸出合計冊数で招待者を抽出し、該当者には１２月上旬

に招待状をお送りする予定です。お楽しみにね！ 

　あなたは、今年は何冊本を読みましたか？楽しかった本・

心に残った本に出会えましたか？

招待状と
どくかな
？

招待状と
どくかな
？

日時

場所

内容

12月12日(日)　午後1時30分～

勝山ふれあいセンター

多読者の表彰・人形劇・児童劇・読み聞かせ等

▼イチロー革命/ロバート・ホワイティング　▼そ

のときは彼によろしく/市川　拓司　▼砂漠の船/篠

田　節子　▼よろづ春夏冬中/長野まゆみ　▼千里

眼トランス・オブ・ウォ－/松岡　圭祐　▼しんシ

ン体操/室井　茂　▼花　仮屋崎省吾の世界/仮屋崎

省吾　▼ラム&コーク/東山　彰良　▼絵手紙年賀状

　▼Dr.コパの風水のバイオリズム/小林　祥晃　▼

子どもが育つ夢の家
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～
親
睦
ゴ
ル
フ
開
催
～

ぴ
ゅ
あ
富
士
出
前
講
座

養
心
女
子
学
園
『
学
園
祭
』
の
お
知
ら
せ

法
務
局
な
ん
で
も
無
料
相
談
所

河
口
湖
ハ
ー
ブ
館

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
習
会
の
お
知
ら
せ

～
Ｏ
ｎ
ｅ
　
Ｃ
ｏ
ｉ
ｎ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
４
～

　
富
士
五
湖
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

～
平
成
十
七
年
度
幼
稚
園
入
園
願
書
受
付
～

　
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園

■
日
　
時
　
11
月
24
日
（
木
）
午
後
２
時
～

　
　
　
　
　
11
月
25
日
（
金
）
午
後
７
時
～

■
費
　
用
　
3
０
０
０
円

■
内
　
容
　
白
い
リ
ー
ス
。
格
調
の
あ
る
白
い
花
材
と

　
　
　
　
　
ポ
プ
リ
を
使
い
美
し
い
香
り
の
壁
飾
り
を

　
　
　
　
　 

作
り
ま
す
。

■
定
　
員
　
各
50
名

■
場
　
所
　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
２
階
工
房

●
申
込
先
　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
（
７
２
‐
３
０
８
２
）

　
河
口
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
富
士
河
口
湖
町
誕

生
一
周
年
を
記
念
し
、
お
祝
い
と
日
ご
ろ
の
感
謝
を
込

め
て
親
睦
ゴ
ル
フ
の
開
催
を
企
画
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
お
一
人
で
も
結
構
で
す
。

■
日
　
時
　
11
月
22
日
（
月
）

■
料
　
金
　
１
３
０
０
０
円

●
申
込
先
　
河
口
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
℡
７
３
‐
１
２
１
１
　
先
着
１
２
０
名
様

　
幼
稚
園
は
子
供
が
は
じ
め
て
出
会
う
学
校
で
す
。

■
対
象
児
童
　
３
歳
児
　
30
名
・
４
歳
児
　
２
名

■
願
書
配
布
　
月
～
金
曜
日
・
午
後
２
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
土
曜
日
午
前
中
（
要
事
前
連
絡
）

■
説
明
会
　
火
・
木
曜
日
　
午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

■
締
　
切
　
平
成
16
年
12
月
末
日

●
問
合
先
　
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園 

℡
７
２
‐
５
５
２
２

■
日
　
時
　
11
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　
開
場
午
後
１
時
30
分
　
開
演
午
後
２
時

■
場
　
所
　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
　
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
無
料

■
曲
　
目
　
山
口
百
恵
メ
ド
レ
ー
・
冬
の
ソ
ナ
タ
他

●
問
合
先
　
大
森
　
０
９
０
‐
１
４
０
１
‐
５
４
７
０

　
　
　
　
　
長
田
　
０
９
０
‐
４
１
７
０
‐
１
９
４
５

　
入
口
に
募
金
箱
を
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆

様
か
ら
の
募
金
は
社
会
福
祉
団
体
へ
寄
贈
い
た
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
26
日(

金)

　

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
場
　
所
　
富
士
河
口
湖
町
中
央
公
民
館

■
講
　
師
　
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
教
授
　
池
田
政
子

■
演
　
題 
「
ひ
と
り
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
子
育
て
と

　
保
育
」
～
男
女
共
同
参
画
時
代
に
生
き
る
子
ど
も
た

　
ち
の
た
め
に
～

■
主
　
催
　
ぴ
ゅ
あ
富
士
　
山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画

　
推
進
セ
ン
タ
ー
、
富
士
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
ス
ク
ー
ル 

 
 
 
 
     

「
コ
ス
モ
ス
の
会
」

●
問
合
せ
先
　
富
士
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
２-
５
６
８
８
）

※
中
央
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
富
士
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー

　
リ
ー
ス
ク
ー
ル
園
児
の
作
品
展
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
覧
下
さ
い
。

　
展
示
期
間
　
11
月
24
日(

水)

～
11
月
30
日
（
火
）

 

■
日
　
時
　
12
月
５
日(

日)

午
前
10
時
～
午
後
３
時
頃 

 

■
場
　
所
　
専
門
学
校
「
生
長
の
家
養
心
女
子
学
園
」

　
　
　
　(

生
長
の
家
富
士
河
口
湖
練
成
道
場
の
東
隣)

 
 

■
内
　
容
　
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
、
茶
席
、
展
示
等
が
あ

　
　
　
　
　
り
ま
す
。
特
に
午
後
１
時
か
ら
の
演
劇
は

　
　
　
　
　 

圧
巻
で
す
。

　
　
　
　
　
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。
ど
な
た
で
も
入
場

　
　
　
　
　
で
き
ま
す
。

●
問
合
先
「
生
長
の
家
養
心
女
子
学
園
」

　
　
　
　
　
℡
72
‐
2
1
1
0

 
 ■

日
時
　
11
月
28
日(

日)

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時 

■
場
　
所
　
甲
府
地
方
法
務
局
４
階
会
議
室

■
内
　
容
　
不
動
産
・
会
社
等
の
登
記
、
土
地
の
境
界

　
　
　
　
　
相
続
問
題
・
遺
言
・
成
年
後
見
制
度

　
　
　
　
　
婚
姻
・
離
婚
・
親
権
・
扶
養
等

■
主
　
催
　
甲
府
地
方
法
務
局
　

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
‐
2
5
2
‐
7
1
5
3

■
日
　
時
　
11
月
28
日
（
日
）
午
後
２
時
～
５
時

■
会
　
場
　
富
士
吉
田
市
・
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
旧
県
立
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

■
内
　
容
　
介
護
保
険
対
象
住
宅
改
修
相
談

ふ
す
ま
・
障
子
の
張
り
替
え
教
室

バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
の
相
談
会

～
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
～
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１７

～
考
え
よ
う
　
森
林
・
農
地
の
大
切
さ
～

～
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム

　
補
助
制
度
応
募
受
付
中
～

～
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
に

　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
～

～
冬
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会
～

～
甲
斐
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
‐ 
～
第
３
回

　
き
っ
と
皆
様
の
お
気
に
入
り
の
作
品
に
出
会
え
ま
す
。

■
日
　
時
　
12
月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
受
講
料
　
５
２
５
０
円
（
材
料
費
込
み
）

●
定
　
員
　
10
名

正
月
用
盆
栽
の
作
り
方
教
室

■
日
　
時
　
12
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
受
講
料
　
７
５
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

●
定
　
員
　
30
名

※
締
切
は
11
月
25
日
（
木
）
で
す
。

　
　
　
　
　
℡
２
２
‐
５
２
１
４

　
県
内
外
の
ク
ラ
フ
ト
作
家
が
一
同
に
会
し
、
手
作
り
に

よ
る
多
種
多
様
な
作
品
の
展
示
・
販
売
を
行
な
い
ま
す
。

■
会
　
期
　
12
月
４
日
（
土
）
・
５
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
４
時
）

■
会
　
場
　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
展
示
ホ
ー
ル
Ｃ
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
無
料

　
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。

■
日
　
時
　
12
月
11
日
（
土
）
・
12
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
　
所
　
盲
学
校
文
化
交
流
館

　
　
　
　
　
甲
府
市
下
飯
田
２
‐
１
０
‐
２

■
費
　
用
　
無
料

●
申
込
先
　
℡
０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
１

山
梨
県
立
盲
学
校
視
覚
障
害
教
育
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
前
日
ま
で
に
要
申
込
）

　
ひ
と
と
き
も
か
か
せ
な
い
空
気
が
な
く
な
る
こ
と
を

想
像
で
き
ま
す
か
？
大
切
な
働
き
を
し
て
い
る
緑
の
空

間
が
な
く
な
る
こ
と
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

森
林
と
農
地
、
そ
れ
を
守
り
育
む
農
山
村
地
域
の
果
た

す
役
割
は
と
て
も
重
要
で
あ
り
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　
森
林
や
農
地
が
広
が
る
農
山
村
地
域
、
私
た
ち
の
ふ

る
さ
と
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ふ
る
さ
と
が
あ
な
た
に
気
付
か
れ
る
の
を
じ
っ
と
待

っ
て
い
ま
す
。

　
国
土
保
全
奨
励
制
度
全
国
研
究
協
議
会
（
全
国
40
道

府
県
加
盟
）
は
、
森
林
や
農
地
の
重
要
性
や
農
山
村
地

域
活
性
化
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　
森
林
・
農
地
の
大
切
さ
を
身
近
な
こ
と
と
し
て
、
一

緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

●
11
月
は
「
も
り
と
ふ
る
さ
と
月
間
」

●
11
月
18
日
は
「
も
り
と
ふ
る
さ
と
の
日
」
で
す
。

　
　
　
　
　
　
国
土
保
全
奨
励
制
度
全
国
研
究
協
議
会

１
・
心
当
た
り
の
な
い
も
の
は
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま

　
　
せ
ん
の
で
、
悪
質
な
業
者
に
は
一
切
連
絡
し
な
い

　
　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

２
・
法
務
大
臣
の
許
可
し
た
債
権
回
収
会
社
で
な
け
れ

　
　
ば
、債
権
管
理
回
収
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

３
・
架
空
の
債
権
の
請
求
は
、
犯
罪
に
あ
た
る
可
能
性

　
　
が
あ
り
ま
す
の
で
、
悪
質
な
場
合
に
は
最
寄
の
警

　
　
察
署
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

４
・
法
務
大
臣
の
許
可
し
た
債
権
回
収
会
社
が
、
出
会

　
　
い
系
サ
イ
ト
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
、
ツ
ー
シ
ョ
ッ

　
　
ト
ダ
イ
ヤ
ル
の
利
用
料
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り

　
　
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
　
甲
府
地
方
法
務
局
　
都
留
支
局

　
　
　
　
　
　
電
話 

 

0
5
5
4-

43-

4
3
8
1

　
　
　
　
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
電
話
　
0
5
5-

2
3
5-

8
4
5
5

　
　

■
対
象
者
　
集
熱
器
の
総
面
積
75
�
ま
で
の
ソ
ー
ラ
ー

　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
方

■
金
　
額
　
集
熱
器
の
総
面
積
に
応
じ
た
金
額

　
　
　
　
　
目
安
・
６
㎡
で
約
十
万
円
、
７
５
㎡
で
約
百

　
　
　
　
　
二
十
五
万
円

●
問
合
先
　
℡
０
３
‐
５
２
７
５
‐
９
５
６
６

財
団
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
　
太
陽
熱
利
用
部

　
な
お
、
住
宅
以
外
の
建
物
に
設
置
す
る
場
合
も
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
主
に
カ
キ
（
牡
蠣
）
な
ど
の
二
枚
貝

の
中
に
蓄
積
さ
れ
る
た
め
、
生
カ
キ
の
消
費
が
増
大
す
る

冬
に
多
く
の
患
者
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
少

量
で
も
感
染
し
、
１
～
２
日
の
潜
伏
期
間
を
経
て
嘔
吐
、

腹
痛
、
下
痢
等
の
症
状
を
起
こ
す
こ
と
か
ら
、「
生
食
」
の

消
費
期
限
を
過
ぎ
た
も
の
や
加
熱
加
工
用
の
場
合
は
よ

く
加
熱
す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

債
権
回
収
会
社
と
類
似
の
名
前
を
か
た
っ
た
業
者
に

よ
る
架
空
の
債
権
の
請
求
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！


